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松
原
歴
史
ウ
ォ
ー
ク

本門佛立宗の本行寺（東新町）
西田 孝司（松原市文化財保護審議会）

日
蓮
・
日
隆
・
日
扇
の
三
祖

大
阪
・
本
成
寺
か
ら
松
原
へ

　
東
新
町
三
丁
目
の
松
原
三
中
校
門
前
に
本ほ
ん

門も
ん

佛ぶ
つ

立り
ゅ
う

宗し
ゅ
うの
本ほ
ん

行
ぎ
ょ
う
寺じ

が
建
っ
て
い
ま
す
。山
号

を
松

し
ょ
う

栄え
い

山ざ
ん
と
称
し
ま
す
。
同
寺
の
西
側
は
マ

ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
並
ん
で
い
ま
す
が
、
昭
和

六
十
年
に
埋
め
た
て
ら
れ
る
ま
で
は
寺
池
が

水
を
た
た
え
て
い
ま
し
た（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」

122
）。
同
地
は
、江
戸
時
代
に
は
丹た

ん

北ぼ
く
郡
東ひ
が
し
代だ
い

村
で
し
た
が
、
東
代
の
集
落
は
近
鉄
電
車
の

南
西
、
西
除
川
に
沿
っ
て
発
達
し
て
い
ま
し

た
。
本
行
寺
の
あ
た
り
は
、
池
と
一
面
の

田
畑
が
広
が
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
本
行
寺
が
こ
こ
に
建
て
ら
れ
た
の
は
、
そ

れ
ほ
ど
古
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
と

も
と
は
昭
和
二
十
年（
一
九
四
五
）、
戦
災
で

大
阪
市
福
島
区
玉
川
の
本
門
佛
立
宗（
当
時

は
本
門
佛
立
講
）の
本ほ

ん

成じ
ょ
う
寺じ

信
徒
さ
ん
が
河

内
松
原
駅
南
側
に
移
っ
て
こ
ら
れ
て
講
が
つ

く
ら
れ
、
松
原
に
も
教
化
が
広
ま
っ
た
の
で

す
。
本
成
寺
住
職
の
日に

っ
顕け
ん
が
開
基
と
な
り
ま

し
た
。

　
昭
和
二
十
七
年
、
河
内
松
原
駅
に
沿
う

堺
ー
大
和
高
田
線
の
北
側
、
松
原
中
学
校

に
至
る
信
号
の
あ
た
り
、
今
の
上
田
三
丁

目
に
新
道
場
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、

昭
和
四
十
三
年
に
な
っ
て
、
上
田
か
ら
現

在
地
に
移
り
、
新
本
堂
が
完
成
し
た
の
で

す
。
そ
れ
ま
で
は
、
本
成
寺
第
一
玉た

ま
江え

組
や

本
成
寺
松
原
別
院
、
さ
ら
に
本
門
佛
立
宗
松

栄
教
会
な
ど
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
が
、
昭

和
四
十
五
年
に
現
在
の
松
栄
山
本
行
寺
と

な
っ
た
の
で
す
。

　
日に

ち

蓮れ
ん

聖
人
が
鎌
倉
時
代
に
開
い
た
法ほ

華け

宗し
ゅ
う（
日
蓮
宗
）は
、
の
ち
法
華
経
の
解
釈
な
ど

を
巡
り
、各
宗
派
に
わ
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。

室
町
時
代
に
な
っ
て
、
本
門
法
華
宗
の
京
都

の
本ほ

ん

能の
う
寺じ

や
、
尼
崎
の
本ほ
ん

興こ
う
寺じ

、
堺
の
顕け
ん
本ぽ
ん

寺じ

、河
南
町
の
法ほ
っ
華け

寺じ

を
創
建
し
、牛う
し
窓ま
ど（
岡

山
県
）
の
本ほ

ん

蓮れ
ん
寺じ

を
再
興
し
た
日に
ち

隆り
ゅ
うが
布
教

に
努
力
し
ま
し
た
。
日
隆
は
、
日
蓮
の
孫
弟

子
時
代
に
当
た
り
ま
す
。

　
幕
末
に
入
っ
て
、
日
隆
の
流
れ
を
汲
ん

だ
京
都
の
日に

っ

扇せ
ん（
長な
が

松ま
つ

清せ
い

風ふ
う
）
が
、
安あ
ん

政せ
い

四
年

（
一
八
五
七
）に
本
門
佛
立
講
を
お
こ
し
ま
し
た
。

　
日
扇
は
、
明
治
二
年（
一
八
六
九
）
に
由

緒
寺
院
で
あ
り
な
が
ら
、
当
時
無
住
と
な
っ

て
い
た
法
華
宗
の
妙

み
ょ
う

蓮れ
ん

寺じ

末
の
宥ゆ
う

清せ
い

寺じ
（
現

京
都
市
上
京
区
）
に
移
り
、
明
治
十
一
年

（
一
八
七
八
）に
は
、「
本
門
佛
立
妙
講
一
座
」

の
法
式
を
公
布
し
て
、
本
門
佛
立
講
の
組
織

を
整
え
て
い
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
本
門

佛
立
宗
と
し
て
正
式
に
発
足
す
る
の
は
、
昭

和
二
十
二
年（
一
九
四
七
）
の
こ
と
で
し
た
。

日
扇
が
本
門
佛
立
を
開
講
し
た
安
政
四
年
以

来
、
実
に
八
十
九
年
目
に
一
宗
独
立
が
果
た

さ
れ
た
の
で
す
。

　
本
門
佛
立
宗
は
、
日
蓮
を
高
祖
、
日
隆
を

門
祖（
再
興
の
祖
）、
日
扇
を
開
導
の
三
祖
と

し
て
い
ま
す
。
本
門
佛
立
の
本
門
と
は
、
法

華
経
二
十
八
品ぽ

ん
の
う
ち
、
後
半
の
十
四
品
を

い
い
、
釈し

ゃ
迦か

自
身
が
説
き
残
し
た
教
え
を
広

め
、
仏
が
お
立
て
に
な
ら
れ
た
宗
旨
と
い
う

意
味
で
す
。

　
京
都
の
宥
清
寺
を
本
山
と
す
る
本
門
佛
立

宗
は
、
大
阪
で
も
幕
末
ご
ろ
か
ら
明
治
前
期

に
か
け
て
、教
え
が
広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

明
治
二
十
三
年（
一
八
九
〇
）、
日
扇
七
十
三

歳
の
時
、
野
田
玉
川
で
本
成
寺
の
前
身
と
な

る
大
阪
玉
江
親
会
場
の
開
筵
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
本
行
寺
は
、
こ
の
本
成
寺
を
親
寺
と

し
て
始
ま
っ
た
の
で
す
。

　
本
行
寺
で
は
、
平
成
二
十
四
年
十
二
月
、

新
本
堂
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
本
堂
内
々
陣

に
は
、
本
尊
で
あ
る
日
蓮
の「
南
無
妙
法
蓮

華
経
」
の
御お

題だ
い
目も
く
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
左
右
に
は「
三
箇
之
中
　
一
大
秘
法
」「
本

門
肝
心
上
行
所
傳
」
の
教
え
が
添
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
御
題
目
の
前
に
は
、
日
蓮
が
自
ら
開
眼
し

た
と
さ
れ
る「
高
祖
手
自
開
眼
霊
像
」
と
よ

ぶ
、
日
蓮
座
像
も
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
扇

が
、幕
末
に
開
導
し
た
本
門
佛
立
で
し
た
が
、

な
か
な
か
世
の
中
に
受
け
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
明
治
二
年
、
や
っ
と
の
思
い
で
宥

清
寺
を
借
り
受
け
ま
し
た
が
、
そ
の
時
、
同

寺
に
祀
ら
れ
て
い
た
の
が
こ
の
日
蓮
像
だ
っ

た
の
で
す
。
日
扇
は
感
涙
し
、
本
門
佛
立
宗

で
は
同
像
を「
生
身
の
御
霊
像
」と
し
て
、
そ

の
写
し
の
木
像
が
つ
く
ら
れ
、
各
寺
に
安
置

し
て
い
ま
す
。

　
全
国
で
約
三
〇
〇
か
寺
あ
る
本
門
佛
立
宗

の
中
で
、
本
行
寺
は
、
松
原
の
地
で
七
十
年

の
歴
史
を
刻
ん
で
い
る
の
で
す
。

本行寺新本堂（東新町3丁目）
平成24年、旧本堂が建て替えられて
一新された。

本行寺旧本堂（当時、東代町）
山門には「本門佛立宗松栄教会」とあ
る。昭和44年ごろ撮影。山門前は、今
は埋めたてられたが、寺池の堤が松原
三中校門までのびていた。本行寺提供。

vol.206

本尊の「御題目」と日蓮の「高祖
手自開眼霊像」　像には、「昭和
二十四年十月吉祥日、護持松原玉江
親会場」「本門佛立宗本成寺住持日亘
奉拝写」とある。


